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西
牟
田
前
掲
実
習
報
告

、

同
右

、
九
七
頁
。

}
九

頁

。

%

北
炭

社
史
、

お
よ
び
筆

宝
前
掲
論
文

に
よ
る
。
な
お
、
北
海
道

に

お
い
て
も
、
労

資

(

関
係

の
著

し

い
動
揺

を
み
な
か

っ
た
炭

鉱
に

お
い
て
は
、
飯
場
制
度

が
維
持

さ

れ
る
場
合

が
あ

っ
た
。
大
正
期

の
三
菱

美
唄
炭

鉱
で
は
、
飯
場
頭

が
切
羽
を
請
負

い
、
槌
組

を
編
成

し

た

(
前
掲

『
炭
鉱

に
生
き
る
」

三
二
、

一
二
頁

)
。

95

高
島
炭
鉱

の
納

屋
制

度

の
廃

止
は

一
八
九

七
年

(
明
治

三
十
年

)
で
あ

る
。

く
わ

(
し
く
は
村
串
、
前
掲

『
日
本
炭
鉱
賃
労
働

史
論
」
第

三
章
を
参
照

さ
れ

た
い
。

三
池
炭

鉱

で
は

一
九
〇
〇
年

代
中

ご
ろ

に
は
直

轄
坑
夫
中
心

と
な
り
、
〇

八
年

に
は
納
屋
制
度

は
完

全

に
廃
止
さ

れ
た
。

こ

の
点

に

つ
い
て
は
、
隅
谷

三
喜

男

「
炭
鉱

に

お
け
る
労
務
管

理
の

成
立

」
(
脇

村
教
授
還

暦
記
念
論
文
集

『
企
業
経
済
分
析

』
岩
波
書
店

、

「
九

六
二
年

)
、

橋
本
哲
哉

「

一
九

〇
〇
～

一
九

}
○
年
代

の
三
池
炭

鉱

」

(
『
三
井
文
庫

論

叢
』
第
五
号
)

を
参
照

せ
よ
。

%

こ
の
点

に

つ
い
て
も
く

わ
し
く
は
別
稿

に
ゆ
ず

り

た
い
。

(

(

一
九
七
六
年

三
月

脱
稿
、

一
九

七
八
年

一
〇
月
加
筆

)

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事
粉

町

田

保

次

大
正
三
年
八
月
七
日

取
締
と
納
屋
頭
を
殴
る

解
雇
さ
れ
た
る
を
う
ら
み

杵
島
郡
庄
吉
村
宮
野
生
れ
山
下
猪
之
吉

(
三
五
)
は
十
六
才

よ
り
炭
坑

稼
ぎ
を
な
し
居
れ
る
が
、
去
る
六
月
末
、
日
頃
、
小
城
郡
北
多
久
村
小
侍
立

山
炭
坑
々
夫
宮
崎
千
太
郎

(
四

二
)

の
世

話
に

て
金
十
五
円
前
階
の
う
え
、

同
坑
納
屋
頭
藤
田
亀
太
郎

(
五
七

)
に
雇

れ
熱
心

に
働
き
居
た
り
。
然
る

に
去
月
十
五
日
に
到
り
亀
太
郎
は
納
屋
頭
を
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
り
、

坑
夫
も
総
て
解
雇
さ
る
る
事

と
な
り

た
れ
ど
、

孟
蘭
盆
前

の
事
と
て
稼
ぎ

先
を
見
出
す
に
困
難
な
る
可
し
と
て
、
亀
太
郎
は
長
男
運

一
を
自
分
の
後
釜

に
事
務
所
と
な
り
し
も
、
十
名

の
坑
夫

は
何
し
て
も
解
雇
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
仕

儀
と
な
り
居
り
た
る
が
、

一
方
猪
之
吉
は
其

の
事
と
も
知
ら
ず
、
同
日
二
十

六
日
の
夜
は
暑
き
ま
ま
に
涼
み
居
り
し
処
に
、
九
時
頃
人
操

の
平
田
又
平
が

来
り
て
前
借
は
返
す
に
及
ば
ぬ
か
ら
今
日
限
り
解
雇
す
る
事
を
承
知
し
て
く

れ
と
話
し
た
れ
ば
、
余
り
の
突
然
に
仕
末

の
方
法
に
も
困
り
果

て
た
れ
ど
、

と
に
角
承
諾

の
旨
を
告
げ
て
帰
ら
し
め
た
り
。
然
れ
ど
も
何
う
し
て
も
孟
蘭

盆
前
で
食
ふ
に
も
困
る
よ
り
、
翌

二
十
七
日
は
朝
八
時
頃
亀
太
郎
方
に
赴
き
、

種
々
と
陳
情
し
て
孟
蘭
盆
過
ぎ
迄
と
願

い
た
れ
ど
亀
太
郎
黙
し
て
語
ら
ず
。

止
む
な
く
引
き
帰
り
直
ち
に
秋
山
熊
吉
方
に
行
き
千
太
郎
外

二
名
と
し
ょ
う

ち
ゅ
う

一
升
五
合
計
り
を
十

一
時
頃
迄
飲
み
、
俺

は
亀
太
郎
に
今
か
ら
断
判

に
行
く
と
云
ひ
棄
て
亀
太
郎
方
に
赴
き
た
る
に
、
無
断
に
て
猪
之
吉
と
同
行

し
た
る
千
太
郎
は
真
先
に
病
人
を
引
き
受
け
て
呉
れ
と
云
ひ
た
る
よ
り
、
猪

之
吉
も
力
を
得
て
何
故
解
雇
す
る
か
と
迫
り
し
に
、
病
人
は
事
務
所
と
も
亦

家
庭
と
も
相
談
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
今
俄

の
返
答
は
出
来
ぬ
と
答
し
に
ぞ
。

二
一二
八
頁
へ
つ
づ
く
)
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(
炭

婦

協

)
等

と

、
家

族

を
含

め

た
斗

争

資

金

の
積

立

て
、

あ

る

い

は

斗

争

を
行

っ
た

に

も

か

か

わ
ら
ず

、

退

職

条
件

斗
争

は

行

っ
た

が

閉

山

11

退

職

と

同

時

に
離

職

者

は

組
織

外
と

し

て
、

生

活

環

境

の

問

題

、

就

職

問

題

に

つ

い

て

の
統

一
斗

争

を

全

く
行

わ
な

か

っ
た

こ
と

は

、

組

織

を

急

速

に

弱

化

さ

せ

る

大

き

な

原

因

と

な

っ
た

こ
と

も
忘

れ

て

は

な

ら

な

い
o

炭

鉱

閉

山
に

つ

い

て
、

「
去

る
も

地
獄

、

残

る

も

地

獄

」
と

い
う

言

葉

が
流

行

し

た

が
、

こ

の
言

葉

の
意

味

は

、

炭

鉱

を

去

る

も

の
も

炭

鉱

に

残

る

も

の
も

悲

惨

で
苦

し

い

の
だ

と

云

う

こ
と

で
は

な

く
、

旧

炭

鉱

街

を

去

っ

て
、

他

産

業

に

就

職

す

る
も

の
も
、

旧

炭

鉱

街

に

残

留
す

る

も

の
も

、

地

獄

だ

と

云

う

離

職

者

の
言

葉

で

あ

っ
た

と

云

う

こ
と

を

認

識

し

て

欲

し

い
も

の

で
あ

る
o

(
了

)

(六
〇
頁
よ
り
)

千
太
郎
は
怒
り

「
男
を
見
損
な
う
た
か
」
と
云
ひ
様
手
に
て
亀
太
郎

の
左
頬

を
殴
り
、
猪
之
吉
も
続

い
て
同
じ
く
殴
り

つ
け
、
逃
げ
ん
と
す
る
を
尚
も
追

ひ
行
き
十
能
に
て
返
答
次
第
で
は
殺
さ
ん
と
迫
り
し
折
、
人
操

の
又
平
に
阻

め
ら
れ
て
果
さ
ず
、
其

の
内
に
亀
太
郎
は
事
務
所
に
逃
れ
し
が
、
猪
之
吉
等

が
押
寄
す
る
と
聞
き
更
に
東
松
浦
郡
相
知
炭
坑
な
る
女
婿
伊
井
直

一
の
保
護

を
受
け
た
り
。
然
る
に

一
方
猪
之
吉
は
同
家
を
出
て
、
路
上
に
て
鶴
噺

の
柄

を
拾

い
坑
外
取
締
田
中
文
蔵
と
行
合

い
何
処

に
行
く
か
と
尋
ね
ら
れ
し
に
、

取
締
が
何
か
と
突
然
右
鶴
虜
の
柄
に
て
腰
部
を
嫌
と
い
ふ
ほ
ど
五

.
六
回
殴

り
、
取
り
組
ん
だ
ま
ま
崖
下
に
陥
り
、
人
事
不
省
と
な
り
た
る
を
漸
く
附
近

の
人
に
助
け
ら
れ
た
る
が
、
直
ち
に
同
日
千
太
郎
、
猪
之
吉
は
亀
太
郎

の
為

に
告
訴
さ
れ
、
昨
日
殴
打
罪
と
し
て
検
事
局
送
り
。

大
正
三
年
八
月
十
七
日

動
員
令
下
る

本
日
午
前
第
四
、
第
五
、
両
師
団
及
び
第
十
八
師
団
の

一
部
に
対
し
、
動

員
令
下
れ
り

(東
京
特
電
)
。

因
に
佐
賀
五
十
五
連
隊
に
も
ロ
ハ今

(
一
時
)
師
団
指
令
部
よ
り
長
文

の
電

報

到
来
し
俄
か
に
色
め
き
渡
り
、
外
出
兵
は
悉
く
帰
営
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

大
正

三
年
八
月
十

一
日

各
汽
船
に
命
令

御
用
船
と
し
て
活
動

我
海
軍

の
活
動
に
伴

い
、
日
本
郵
船
会
社
以
下
の
各
汽
船
会
社

の
汽
船
約

八
隻
は
既
に
そ

の
筋
の
命
令
に
服
す
る
事
と
な
り
、
夫
々
御
用
船
に
し
て
従

事
す
る
由
な
る
が
、
帝
国
政
府

の
態
度
は
蝕

一
両
日
中
に
い
よ
い
よ
決
定

す

る
次
第
な
れ
ば
、
海
軍
省
に
お
い
て
は
何
時
軍
事
行
動
を
開
始
す
る
や
も
測

り
難
け
れ
ば
、
郵
船
会
社
以
下
の
各
汽
船
会
社

の
船
舶
に
対
し
て
は
目
下
航

海
中
の
も
の
に
対
し
て
も
命
令

一
下
直
ち
に
御
用
船

の
任
務
に
従
事
す
べ
く
、

二
五
〇
.頁
へ
つ
づ
く
)
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換
を

「
定
期
間
停
止
さ
れ
た
り

、

一
乃
至
二
ヵ
月
交
換
を
延
期
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
万

一
炭
坑
が

っ
ぶ
れ
れ
ば
価
値
を
失

い
反
古
同
然
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
、
泣

い
て
も
泣
き
き
れ
な
い
状
態
に
お
か

れ
た
。

④

炭
坑
札
で
は
貯
金

へ
の
意

欲
を
失

い
、
若
い
者
な
ど
酒
食

や
バ
ク
チ

に
浪
費
す
る
傾
向
を
生
じ
、

一
旦
炭
坑
に
は
い
る
と
他
所

へ
逃
げ
て
行

け
な

い
等

の
事
態
を
も
招
来

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
利
害
を
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は

既
に
明
治
三
十
年

の
高
野
江
氏
著

『
筑
豊
炭
礦

誌

』
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
さ
す
が
に
大
正
八
年
頃
に
な
る
と
炭
券
支
払

の
率
も
少
く
な
り
、
又

炭
坑
に
よ

っ
て
は
炭
券

の
通
貨
と
の
交
換
は
随
時
と
な
り
、
何
人
が
持
参
し
て

も
通
貨
と
交
換
す
る
制
度
に
な

っ
た

こ
と
が
記
録
に
よ
り
分
る
。

ゼ

質
札

(

炭
坑
側
と
し
て
は
炭
坑
札
は
極
め
て
有
利
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

泣
所
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
蟹
札

の
出
現
で
あ
る
。
印
刷
技
術

の
幼
稚
な
も
の
は

蟹
造
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
た
め
台
帳
と

一
連
番
号

の
記
入
割
印
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

事
例
と
し
て
は
、
明
治
三
十
二
年
、
久
留
米
市

の
銅
版
職
某
は
五
人
と
共
謀

し
て
、
香
月
大
辻
炭
坑

の
採
炭
切
符

を
偽
造
、
明
治
三
十
三
年
は
田
川
郡
小
松

炭
坑

の
額
面
千
斤
札
の
偽
造
あ
り
、
明
治
三
十
六
年
に
は
田
川
郡
添
田
村
の
第

二
峰
地
炭
坑
で
五
人
の
坑
夫

の
偽
造
行
使
等

の
記
録
が
あ
る
。

二

三
八
頁
よ
り
)

只

管

其

警

戒

に
準

備

怠

り

な

し

と

い
う

。

(東
京
電
話
)

大
正

三
年
八
年
十
七
日

我
政
府
の
要
求

日
本
政
府
は
日
英
協
約

の
条
章
に
よ
り
東
洋

の
平
和
を
確
保
す
る
必
要
上

ド
イ
ツ
政
府
に
対
し
左

の
勧
告
的
要
求
を
為
す
。

一
、
ド
イ
ツ
軍
艦
は
支
那

の
沿
岸
よ
り
撤
退
す
べ
し
。

二
・
支
那
に
還
付
す
る
の
目
的
を
以
て
即
時
膠
州
湾
を
日
本
に
引
渡
す
べ
し

三
・
九
月
十
五
日
迄
に
膠
州
湾
に
お
け
る
軍
艦
は
武
装
を
解
除
し
、
尚
砲
台

の
撤
廃
を
行
な
う
べ
し
。

四
、
右
要
求
に
対
し
、
回
答
は
本
月

二
十
三
日
を
期
限
と
す
。

大
正
三
年

八
月
二
十
二
日

佐
賀
新
聞
発
売
禁
止

昨
二
十

一
日
発
行
の
本
紙
第
九
三
九

一
号
は
安
寧
秩
序
を
.家(乱
す
る
廉
を

以
っ
て
其
筋
よ
り
発
売
禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
り

大
正
三
年

八
月

二
十
四
日

独
国
交
断
絶

独
乙
回
答
せ
ず

本
日
正
午
に
至
る
も
独
乙
政
府
よ
り
終
に
何
等

の
回
答
に
接
せ
ず
。
依
て

帝
国
政
府
は
予
定

の
行
動
に
移
り
、
各
回
官
憲
に
対
し
夫
々
日
独
国
交
断
絶

し
、
交
戦
状
態
に
移
り
た
る
旨
報
報
を
な
し
、
同
時
に
駐
日
独
乙
大
使

レ
ッ

ク
ス
伯
に
対
し
旅
券
を
交
付
し
た
り
。

(東
京
特
電
)

大
正
三
年
八
月

二
十

八
日

家
屋
倒
潰
し
て
圧
死

小
城
郡
北
多
久
村
大
字
小
侍
柚
ノ
木
原
炭
坑
納
屋
木
塚

ユ
ク

(
三
八
)
は

去
る
二
十
五
日
午
後
二
時
頃
自
宅
六
畳
敷
北
壁
側
に
南
枕
に
て
臥
床
中
、
夫

安

一
は
折
柄
暴
風
雨
の
為
め
納
屋
の
周
囲
を
薦
に
て
繕
ひ
居
る
際
同
納
屋
は

俄
然
倒
潰
し
、
為
め
に
寝
臥
中
の
ユ
ク
は
圧
迫
せ
ら
れ
無
惨

の
最
後
を
遂
げ

た
り
と
。

↓
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